
東温市事務事業評価シート　令和４年度実施事業対象

№ ― 3

年度 ～

単位 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

3 4 5

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

道路橋梁維持管理費

道路等の維持修繕や、カーブミラー、ガードレールの整備、植樹帯
等の維持管理を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 建設課 係　　名 土木係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

道路施設等の維持修繕を計画的に行いました。

カーブミラーやガードレールの更新、整備を計画的に行いまし
た。

市道の植樹帯管理、道路除草を行いました。

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4472 メールアドレス kensetu@city.toon.lg.jp

３ 市内道路網の整備促進

事業区分

事業の目的
市が管理する道路等において、利用者に対し安全で快適な道路空
間を提供するため。

根拠法令等

総合計画 政策目標 ２ 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 １ 安心・安全な都市基盤の整備

015 1001 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

道路施設等の整備箇所数 道路利用者の安全を確保するため 箇所
50 50 50 50

69 65

予算費目 会計 一般会計 費目名 土木

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 1,562 2,900

一般財源 141,500 134,127 137,718

2.344 14,795 2.103 13,356 2.103 13,356

計(Ａ) 141,500 135,689 140,618

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 土木係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

道路施設等の経年劣化に伴う老朽化が着実に進行しており、今後更に修繕費用の増加が見込まれています。また、近年、地域活動の一環として
行われてきた除草や側溝清掃等の作業が、作業員の高齢化等により対応困難となる傾向にあり、同様にこれらの対応に要する費用の増加が見込
まれています。

効率性
道路施設の維持修繕等については、ある程度一括して発注する事により、他事業との調整や緊急対応が可能となり、効率的な事業実施が可能と
なっています。

改　革
計　画

道路施設等については長寿命化計画を策定し、計画的な修繕を行うとともに、国の補助事業を活用するなど、コスト縮減に努めます。

今後の方向性 拡大・充実

道路施設の維持修繕等については、優先度に応じて予算の範囲内で実施しており、これを継続する事で順次目標の達成を図っています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

市道の安全で快適な通行を確保するためには、道路施設の維持管理が必要不可欠であることから、道路パトロールで発見した異常個
所や市民からの要望・苦情箇所の迅速な修繕対応を行い、安全性・信頼性の確保に努める必要があります。
また、道路除草については、地域住民の協力を可能な範囲で活用するとともに、費用の縮減を検討する必要があります。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 156,295 149,045 153,974

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市が管理する道路施設等の維持修繕は、市民生活に直結した事業であり、必要性の高い事業です。

有効性
全ての市道において適正な維持管理が求められる中、区長要望等を通じ、優先度を勘案して事業を実施することで、限られた予算を有効的に活用
しています。

達成度

建設課長
総　合
評価点

mailto:kensetu@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和４年度実施事業対象

№ ― 3

年度 ～

単位 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

3 4 5

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

市単独道路改修事業

バリアフリー化などに配慮した人と環境にやさしい道路空間づくりを
推進します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 建設課 係　　名 土木係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 一部委託 実施計画

道路施設の改良、拡幅、及び舗装の新設を行いました。

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4472 メールアドレス kensetu@city.toon.lg.jp

３ 市内道路網の整備促進

事業区分

事業の目的
住民生活や地域の経済活動を支え、地域間の交流を促進する市
内道路網の安全性、利便性の向上を図るため。

根拠法令等

総合計画 政策目標 ２ 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 １ 安心・安全な都市基盤の整備

015 1028 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

市道改良利率 改良済延長／総延長 ％
55.8 56.6 57.6 100

55.9

予算費目 会計 一般会計 費目名 土木

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 16,153 17,412 9,300

0.225 1,420 0.228 1,448 0.228 1,448

計(Ａ) 16,153 17,412 9,300

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 土木係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

限られた予算の中で緊急性、重要性等を考慮しながら事業を進めていますが、地域からの要望が多く、すべての要望に対応できていない状況で
す。

効率性 地域からの要望が多い事業であり、その効果は高く、施工方法等についても経済性を考慮しており、効率的な事業実施に努めています。

改　革
計　画

新技術、新工法の活用を検討するなど、事業費のコスト縮減に努めます。

今後の方向性 拡大・充実

予算の範囲内で優先度に応じて事業を進めており、これを継続することで順次目標の達成を図っています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

市道等の整備は、地域住民だけでなく道路利用者にとっても不可欠で重要な施策であることから、緊急性・重要性・費用対効果や地域
のバランスも考慮しながら計画的に進める必要があります。また、国庫補助金等を有効に活用した道路整備に努める必要があります。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 17,573 18,860 10,748

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市民生活の環境改善を図る上で必要性の高い事業です。

有効性 区長要望等に基づき、必要性や優先度を勘案し、限られた予算の中で有効的な整備を行っています。

達成度

建設課長
総　合
評価点

mailto:kensetu@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和４年度実施事業対象

№ ― 4

年度 ～

単位 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

3 4 5

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市民生活の向上と道路の機能維持を両立させるために、道路法に則した審査は必要です。

有効性 道路の利用について、適正かつ公正に運用するためには、行政による審査が有効です。

達成度

建設課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 12,825 15,712 22,669

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 用地管理係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

現在の道路台帳は紙媒体が基本となっていますが、毎年、道路工事等により情報の更新が必要なることから、電子媒体の方が効率的であると考え
られます。

効率性 道路情報の基礎となる道路台帳の整備・更新は、入札により道路管理に精通した民間企業に業務委託しています。

改　革
計　画

既存システムの活用などを含め、道路台帳の電子化について検討していく必要があります。

今後の方向性 拡大・充実

相談案件が許可となるよう適切な指導・執行に努めています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

道路機能の維持や利用、また、維持管理を適切に行い、市民生活の向上を図るため、市道等の維持管理、市道の認定や廃止、道路台
帳の整備に的確に対応する必要があります。市道に関する情報を効率的に管理するため、道路台帳等の電子化を推進する必要があり
ます。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 9,183 9,599 10,635

0.577 3,642 0.721 4,551 0.750 4,734

計(Ａ) 9,183 11,161 17,935

予算費目 会計 一般会計 費目名 土木

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 1,562 7,300

最終目標

市道占用許可件数 適正な業務量を把握できるため 件
140 140 140 140

136 128

指標名

公的関与

089-964-4472 メールアドレス kensetu@city.toon.lg.jp

３ 市内道路網の整備促進

事業区分

事業の目的 市道等を適切に活用し、市民生活の利便性の向上を図るため。 根拠法令等 道路法

総合計画 政策目標 ２ 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 １ 安心・安全な都市基盤の整備

015 2005 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

道路橋梁維持管理費(市道用地等管理事務)

市道等の適正な利用を目的とした維持管理のほか、道路占用許可
や道路工事施工承認等の審査を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 建設課 係　　名 用地管理係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 一部委託 実施計画

市道占用許可の審査 道路台帳更新業務の委託

道路幅員証明書の発行 市道に係る支障木伐採業務の委託

特殊車両通行許可協議

達成度を
測る指標

mailto:kensetu@city.toon.lg.jp

